
第２期新潟広域都市圏ビジョンの主な変更点について

＜前回のビジョン懇談会における主な意見＞
・「観光入込客数」を除くことには否定的、新型コロナ感染の収束後には指標になり得るので残してほしい
・経済分野の指標として、「企業数」「従業者数」を加えてはどうか
・企業の場合はM&Aをすると企業数が減るので、従業者数が指標として適当なのかもしれない
・人の動きを注視すべき時期だと思う、人口社会動態などを常にチェックしておくという視点は非常に重要

＜他圏域における成果指標の設定について＞
・効果を毎年度把握し、更なる施策の推進に繋げていくため、実績値が早期に把握できるものに見直す

２ 成果指標（基本目標）について

○「２．圏域の概要」について
「圏域の社会動態」「圏域の経済状況」の経年変化をグラフ化して掲載することで、圏域全体の概要をより分かりやすく表示

○「３．圏域の将来像」について
圏域の将来像を思い描きやすくするため、「現在人口及び将来推計人口」の経年変化をグラフ化して掲載

○「参考資料 圏域の各種情報」について
時点修正及び経年変化が表示可能な項目は極力グラフ化して掲載

１ 掲載項目について
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→

第２期（案） 出典・数値公表時期

圏域全体の経済成長の
けん引

観光入込客数 観光入込客数 観光入込客統計（新潟県）
・調査対象年の翌年11月

従業者数 経済センサス（総務省）
・調査対象年の翌年12月

市町村総生産額 市町村総生産額 市町村民経済計算（新潟県）
・調査対象年度の翌々年の年度末

高次の都市機能の集積・
強化 新潟駅一日平均乗車人員数 新潟駅一日平均乗車人員数 各駅の乗車人員（JR東日本）

・調査対象年度の翌年度初め
圏域全体の生活関連機能
サービスの向上 人口社会動態 人口社会動態 人口移動調査結果報告（新潟県）

・調査対象期間(前年10/1~当年9/30)の年度末


